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山口大学

【 山口大学】No.66

山口大学 学際分野

学部等の教育研究 技術経営研究科（ ： 名）P 15
組織の名称

沿 革 昭和 （ ）年 山口大学設置24 1949
平成 （ ）年 技術経営研究科設置17 2005

設 置 目 的 等 平成 （ ）年に、科学技術及び企業経営の普遍的原理並びに最新の17 2005
知識を統合し、イノベーションを持続的に創出するためのマネジメントの

研究を行い、もって総合的・学際的な知識・教養・倫理観に立脚し、自身

の課題並びに地域及び地球規模での資源の最適利用を考え判断する能力を

持つ人材を養成することを目的として、技術経営研究科（専門職大学院）

を設置した。

強みや特色、 【総論】

社会的な役割 山口大学における学際分野においては、真理の探究を図るとともに、

山口県を中心とした西日本地域における課題解決の役割を果たすべく、

教育研究を実施してきた。

引き続き、上記の役割を果たしながら、教育及び研究において明らか

にされる強み・特色・役割等により、学内における中長期的な教育研究

組織の在り方を速やかに検討の上、実行に移す。

【教育】

○ 技術経営（ ）の教育研究を通じて、高い倫理観を備え、社会や企MOT
業・組織における様々な問題に対し、技術と経営の二つの視点から取り

、 。組み 創造的な成果を生み出していく能力を持つ技術経営者を養成する

○ このため 「 教育コアカリキュラム」を制定し、これに準拠した、 MOT
基盤・展開・応用科目、特別プログラム、特定課題研究の各科目を体系

的に整備し、特に応用科目群では知財・グリーン・ライフサイエンス・

ものづくりに特化した構成としている。

○ これらの取組を通じて、技術的視点と経営的視点を兼ね備えた企業の

経営戦略を担う人材として輩出し、修了後のキャリアアップに確実につ

ながっている。

○ 今後、マレーシアやインドネシアに学生を派遣し、現地の社会・経済

・産業について学ぶ短期研修を実施するとともに、海外大学と連携した
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人材養成に取り組むなど、社会人、留学生を含め、時代の動向や社会構

造の変化に的確に応え、課程制大学院の趣旨に沿った教育課程と指導体

制を充実・強化する。

【研究】

○ 経営系と工学系教員による学際的・実践的な研究実績をいかし、特に

エネルギーマネジメントのような社会経済的な課題研究に取り組んでい

る。また、中国、オランダ、ブラジルなどの海外大学と共同でイノベー

ションに関する国際会議を開催し、研究成果を国際的に発信するととも

に、研究者の交流を通じて共同研究に取り組んでいる。

○ 今後、知財・グリーン・ライフサイエンス・ものづくり等に関連した

技術経営分野について、総合的な研究を組織的に推進するとともに、特

に 諸国の海外大学との連携拡大を図る。ASEAN

【その他】

○ 全学的な機能強化を図る観点から、社会や産業界のニーズを踏まえつ

つ、大学院の教育課程及び組織の在り方、規模等の見直しに取り組む。


